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今
野 

農 

提
出　

学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

　
　
『
野
外
博
物
館
成
立
史
の
研
究
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

　

申
請
論
文
は
、
野
外
博
物
館
の
成
立
に
関
し
従
来
の
博
物
館
学
史
の
み
に
囚
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
広
く
二
十
世
紀
前
半
の
社
会
思
想
史
・
制
度
史
・
社
会
的
事
業
史
等
に
基
軸
を
置
い

た
上
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
於
け
る
野
外
博
物
館
の
成
立
と
変
遷
、
更
に
は
我
が
国
で
の
当

該
思
想
の
受
容
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
、
第
一
編
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
立
公
園
制
度
と
野
外
博
物
館
」、
第
二
編

「
保
護
制
度
の
確
立
」、
第
三
編
「
博
物
館
と
野
外
博
物
館
論
」
の
三
編
十
二
章
と
序
章
・
終

章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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第
一
編
第
一
章
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
立
公
園
制
度
の
成
立
過
程
」
で
は
、
戦
前
期
の

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
野
外
博
物
館
成
立
過
程
を
纏
め
た
上
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で

の
国
立
公
園
の
保
護
政
策
は
、「
保
存
」
と
「
活
用
」
を
同
時
に
図
る
も
の
で
あ
る
点
を
指

摘
し
て
い
る
。「
保
存
」
対
象
の
基
準
は
、
特
殊
性
に
基
づ
く
「
風
景
」
で
あ
る
場
合
が
多

く
、極
め
て
文
化
財
的
な
保
護
の
有
り
方
で
あ
る
と
し
、「
保
存
」
の
た
め
に
、林
業
や
鉱
業
、

放
牧
と
い
っ
た
生
業
的
利
用
は
規
制
さ
れ
た
一
方
で
、
大
衆
の
利
用
を
奨
励
す
る
観
光
業
は

容
認
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
二
章
「
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
に
お
け
る
博
物
館
協
会
参
画
以
前
の
博
物
館
活
動
」
で

は
、
国
立
公
園
で
展
開
さ
れ
た
初
期
の
博
物
館
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
自
然
史
博

物
館
の
水
準
か
ら
は
数
段
劣
っ
て
い
た
点
を
先
ず
明
確
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
国
立
公
園
に

お
け
る
博
物
館
意
識
の
萌
芽
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
で
の
当
該
時
期
の
美
術
館
、
歴
史
館
等
の

人
文
系
博
物
館
は
基
よ
り
自
然
史
系
博
物
館
で
形
成
さ
れ
た
博
物
館
意
識
の
介
入
の
結
果
で

は
な
か
っ
た
点
を
明
瞭
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、行
政
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
で
は
な
く
、
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「
大
衆
的
教
育
」
を
目
的
に
、
あ
く
ま
で
現
場
サ
イ
ド
か
ら
発
生
し
た
思
潮
で
あ
っ
た
点
を

実
証
し
た
。

　

第
三
章
「
ア
メ
リ
カ
博
物
館
協
会
の
参
画
か
ら
戦
前
ま
で
の
博
物
館
活
動
」
で
は
、
前
章

で
詳
述
し
た
博
物
館
協
会
参
画
以
前
と
は
大
き
く
異
な
り
、
同
協
会
の
協
力
後
は
公
園
局
の

職
員
が
博
物
館
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、
博
物
館
学
者
も
公
園
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
よ
く
理
解

し
、
そ
れ
に
適
っ
た
博
物
館
の
創
設
が
試
み
ら
れ
た
点
を
論
究
し
て
い
る
。
当
時
既
に
表
出

し
た
国
立
公
園
の
大
衆
化
に
関
す
る
問
題
で
は
、
一
般
に
対
す
る
理
解
と
賛
同
を
得
て
国
立

公
園
事
業
が
展
開
さ
れ
た
点
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
博
物
館
協
会
の
国
立
公
園

へ
の
参
画
後
は
、
出
現
期
の
野
外
博
物
館
と
は
目
的
が
異
な
る
教
育
へ
と
変
容
し
、
結
果
と

し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
「
教
育
」
が
野
外
博
物
館
創
設
の
動
機
で
あ
り
、「
保
存
」
が

創
設
の
核
た
る
動
機
で
あ
っ
た
北
欧
で
展
開
さ
れ
た
野
外
博
物
館
と
は
対
照
を
示
す
点
を
強

調
し
て
い
る
。
野
外
の
展
示
に
対
す
る
博
物
館
の
内
部
の
展
示
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
、
積
極

的
な
解
説
を
試
み
る
か
、
補
助
に
徹
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
点
や
、
博
物
館
建
物
の
規
模



─ 4 ─

に
関
す
る
理
念
、
解
説
の
ポ
イ
ン
ト
を
特
徴
的
な
現
象
に
絞
っ
て
、
人
々
の
関
心
事
に
関
す

る
解
説
の
困
難
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
当
時
の
展
示
上
の
具
体
的
技
術
に
関
し
て
も
纏
め
て
い

る
。
国
立
公
園
で
の
博
物
館
事
業
が
発
展
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
公
園
の
運
営
者
で
あ
る

レ
ン
ジ
ャ
ー
・
ガ
イ
ド
・
研
究
者
等
々
多
く
の
人
々
が
参
画
し
て
い
る
こ
と
や
、
当
該
事
業

を
継
承
さ
せ
る
べ
く
目
的
で
後
任
者
の
人
材
育
成
が
あ
っ
た
こ
と
も
明
確
に
し
て
い
る
。

　

第
二
編
「
保
護
制
度
の
確
立
」
で
は
、
第
一
章
「
黎
明
期
の
文
化
財
保
護
」、
第
二
章
「
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」、
第
三
章
「
国
立
公
園
の
成
立
」
を
設
け
、
歴
史
的
、
自
然

的
遺
産
の
保
護
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
く
過
程
を
整
理
し
た
上
で
、「
野
外
博
物
館
」
を
実

践
す
べ
き
土
壌
と
し
て
、
教
育
的
な
「
活
用
」
に
対
す
る
議
論
が
低
調
で
あ
っ
た
点
を
指
摘

し
た
。
さ
ら
に
、
第
四
章
「
観
光
の
成
立
」
を
設
け
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
と
保
護
区
お
よ

び
博
物
館
と
の
関
連
を
概
観
し
て
い
る
。

　

第
三
編
「
博
物
館
事
業
促
進
会
・
博
物
館
協
会
と
野
外
博
物
館
」
で
は
、
博
物
館
協
会
の

機
関
誌
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
時
代
に
お
け
る
博
物
館
学
学
術
団
体
に
よ
る
論
説
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等
か
ら
、「
野
外
博
物
館
」
の
理
論
の
成
立
過
程
を
編
年
だ
っ
て
纏
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
第
二
章
「
戦
前
期
に
お
け
る
棚
橋
源
太
郎
の
野
外
博
物
館
論
」
で
は
、
当
時
博
物

館
協
会
を
牽
引
し
た
棚
橋
源
太
郎
に
よ
る
野
外
博
物
館
論
を
詳
細
に
分
析
し
、
初
期
の
野
外

博
物
館
論
が
郷
土
博
物
館
の
展
開
過
程
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
や
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

王
国
の
ス
カ
ン
セ
ン
野
外
博
物
館
を
は
じ
め
と
す
る
北
欧
発
祥
の
オ
ー
プ
ン
・
エ
ア
ー
・
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
（O

pen A
ir M

useum

）
概
念
の
受
容
及
び
ア
メ
リ
カ
の
博
物
館
学
者
コ
ー

ル
マ
ン
（L. V

. Colem
an
）
に
よ
る
論
理
の
受
容
が
、
我
が
国
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
点

を
明
確
に
指
摘
し
た
。

　

第
三
章
「
戦
後
の
博
物
館
と
野
外
博
物
館
」
で
は
、
戦
後
に
お
け
る
文
化
財
保
護
体
制
の

変
化
過
程
に
触
れ
、
日
本
の
博
物
館
協
会
が
直
面
し
た
課
題
と
野
外
博
物
館
論
の
展
開
に
つ

い
て
論
じ
、
博
物
館
協
会
が
文
化
財
保
護
問
題
に
つ
い
て
最
初
に
行
っ
た
運
動
結
果
の
調
査

研
究
書
で
あ
る
『
戸
外
文
化
財
の
教
育
的
利
用
』
の
内
容
精
査
、
及
び
博
物
館
法
制
定
下
で

の
論
理
を
追
究
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
戦
前
に
は
な
か
っ
た
実
践
的
な
試
案
や
、
促
進
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に
あ
た
っ
て
の
目
的
、
方
法
、
機
関
等
々
を
明
確
に
し
、
中
で
も
実
践
に
当
た
っ
て
永
続
的
、

か
つ
地
方
に
連
絡
を
有
す
る
常
置
の
主
導
的
機
関
の
必
要
を
説
き
、
次
の
点
を
明
ら
か
に
し

た
。
欧
米
の
顕
著
な
事
例
を
範
と
し
つ
つ
も
、
わ
が
国
に
お
け
る
既
存
の
保
護
制
度
を
適
用

し
て
い
る
た
め
、
各
所
に
矛
盾
が
発
生
し
、
博
物
館
と
し
て
新
た
に
「
文
化
財
」
の
価
値
を

創
出
す
る
ま
で
に
は
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
、
更
に
博
物
館
学
に
「
戸
外
（
野
外
）
博
物
館
」

を
明
瞭
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
不
十
分
さ
や
、
観
光
に
対
す
る
機
運
の
盛
り
上
が

り
を
推
進
運
動
の
一
助
と
し
た
こ
と
等
を
指
摘
し
新
た
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。

　

第
四
章
「
戦
後
に
お
け
る
棚
橋
源
太
郎
と
木
場
一
夫
に
よ
る
野
外
博
物
館
論
の
展
開
」
に

お
い
て
は
、
棚
橋
自
身
の
戦
前
の
論
理
と
の
相
違
点
を
明
確
に
し
、
博
物
館
法
制
定
や
博
物

館
事
業
拡
張
を
意
図
し
た
文
化
財
保
護
問
題
か
ら
、
戸
外
博
物
館
論
を
展
開
し
、
欧
米
の
事

例
を
範
と
し
つ
つ
日
本
の
法
制
度
に
則
っ
て
位
置
付
け
を
試
み
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
に

多
く
の
矛
盾
点
が
生
じ
、
最
終
的
に
棚
橋
の
博
物
館
学
に
は
「
戸
外
博
物
館
論
」
が
組
織
さ

れ
完
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。
他
方
、
協
会
を
主
導
し
た
棚
橋
と
の
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比
較
か
ら
、
木
場
の
「
路
傍
博
物
館
」
の
考
え
方
は
教
育
的
、
社
会
的
課
題
に
対
応
す
べ
き

施
設
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
っ
た
が
、
実
践
に
お
い
て
主
導
的
な
立
場
に
な
り
得
な
か

っ
た
点
に
つ
い
て
も
新
た
な
考
え
方
を
提
示
し
た
。

　

第
五
章
「
鶴
田
総
一
郎
と
新
井
重
三
に
よ
る
野
外
博
物
館
の
実
践
」
で
は
、
棚
橋
、
木
場

の
影
響
を
受
け
、
野
外
博
物
館
の
実
践
に
あ
た
っ
た
鶴
田
と
新
井
に
よ
る
論
考
や
実
践
さ
れ

た
野
外
博
物
館
を
評
価
検
討
し
た
上
で
、
両
研
究
者
が
先
学
の
論
考
を
充
分
に
踏
ま
え
ず
、

あ
く
ま
で
形
式
的
な
野
外
博
物
館
論
の
受
容
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
主
張
す
る
。

　

結
論
と
し
て
、
博
物
館
学
確
立
期
で
あ
っ
た
昭
和
三
・
四
十
年
代
の
先
学
諸
氏
の
論
考
は
、

充
分
に
海
外
事
例
を
咀
嚼
せ
ず
、
あ
る
い
は
先
行
研
究
が
充
分
に
検
討
さ
れ
ず
、
実
際
に
日

本
博
物
館
協
会
が
提
言
を
試
み
た
戦
後
間
も
な
い
頃
の
状
況
と
比
較
し
て
も
確
固
た
る
野
外

博
物
館
論
を
確
立
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
点
を
明
確
に
し
、
そ
の
上
で
戦
後
の
二
の

舞
を
避
け
、
野
外
博
物
館
事
業
に
参
画
で
き
る
理
論
的
・
実
践
的
基
盤
を
博
物
館
学
は
追
究

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
結
ん
で
い
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　

我
が
国
に
於
け
る
野
外
博
物
館
の
設
置
数
の
稀
少
さ
に
比
例
し
て
博
物
館
学
研
究
の
中
で

も
野
外
博
物
館
に
関
す
る
研
究
は
、
研
究
者
も
極
め
て
少
な
く
、
こ
れ
に
伴
い
当
該
分
野
は

博
物
館
学
研
究
の
中
で
も
研
究
成
果
が
稀
薄
で
あ
る
の
が
現
状
と
言
え
る
。
こ
の
野
外
博
物

館
学
分
野
に
於
い
て
、
我
が
国
で
の
野
外
博
物
館
史
や
数
少
な
い
野
外
博
物
館
の
事
例
研
究

で
は
な
く
、
そ
の
前
史
を
原
著
で
渉
猟
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
立
公
園
に
求
め
た
点
が

本
論
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
観
点
で
は
博
物
館
学
に
於
け
る
新
し

い
領
域
設
定
と
把
握
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
更
に
ま
た
、
我
が
国
で
は
野
外
博

物
館
の
濫
觴
と
そ
の
歴
史
を
、
明
治
時
代
中
期
以
降
今
日
に
至
る
ま
で
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア

圏
域
に
求
め
る
思
考
が
常
套
で
あ
っ
た
が
、
論
者
は
前
述
し
た
よ
う
に
野
外
博
物
館
の
成
立

を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
立
公
園
に
求
め
、
そ
の
具
体
を
国
立
公
園
成
立
史
の
中
に
位
置
付

け
、
詳
細
を
明
確
に
し
た
。
換
言
す
れ
ば
こ
の
点
は
、
従
来
野
外
博
物
館
は
人
文
系
博
物
館
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の
範
疇
で
の
取
り
扱
い
を
通
常
と
し
て
来
た
も
の
を
自
然
系
か
ら
の
、
そ
れ
も
博
物
館
で
は

な
く
国
立
公
園
か
ら
の
発
生
と
す
る
巨
視
的
な
視
座
か
ら
の
考
え
方
で
あ
り
、
本
領
域
に
あ

っ
て
は
大
い
な
る
成
果
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
編
は
、「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
立
公
園
制
度
と
野
外
博
物
館
」
と
題
し
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
に
於
け
る
国
立
公
園
制
度
の
成
立
、次
い
で
ア
メ
リ
カ
博
物
館
協
会
（A

m
erican  

A
ssociation of M

useum
s

）
参
画
以
前
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
広
義
の
意
味
で

の
博
物
館
活
動
を
『M
useum

 Curationship

』、『Research and Education in the 

N
ational Parks

』
等
々
の
原
著
を
渉
猟
し
、
国
立
公
園
に
見
る
野
外
博
物
館
の
萌
芽
と
そ

の
実
態
に
せ
ま
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
十
九
世
紀
末
の
国
立
公
園
を
基
盤
と
す
る
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
に
於
け
る
博
物
館
思
潮
は
、
自
然
史
博
物
館
等
で
形
成
さ
れ
た
博
物
館
学
知
識
の

関
与
に
依
拠
し
た
も
の
で
は
な
く
、
国
立
公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
ガ
イ
ド
、
調
査
に
携
わ
っ

た
研
究
者
に
よ
っ
て
自
ず
と
醸
成
さ
れ
た
思
想
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
た
自
然
保
護
教
育
を
基

本
理
念
と
し
た
も
の
で
、
当
概
理
念
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
社
会
に
於
け
る
博
物
館
教
育
理
念
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の
一
定
水
準
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
点
は
北
欧
の
野

外
博
物
館
が
「
保
存
」
を
目
的
と
し
て
開
始
さ
れ
た
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
の
野
外
博
物
館

を
含
む
す
べ
て
の
博
物
館
が
「
教
育
」
を
第
一
義
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
整
合
性
が
あ

り
、
説
得
力
が
あ
る
論
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
編
は
、「
我
が
国
に
お
け
る
保
護
制
度
の
確
立
」
で
、
明
治
時
代
前
半
期
に
お
け
る

黎
明
期
の
文
化
財
保
護
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
、
国
立
公
園
の
成
立
を
先
行
研
究

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
論
者
特
有
の
緻
密
な
文
献
渉
猟
に
よ
り
新
た
な
資
料
を
加
え
、
論
を
展

開
し
た
意
義
は
大
き
い
と
評
価
で
き
る
。
中
で
も
第
二
章
「
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法

の
成
立
」
の
二
・
二
「
学
者
や
官
僚
に
よ
る
保
護
論
」
で
扱
わ
れ
た
東
京
府
知
事
で
あ
っ
た

井
上
友
一
の
存
在
と
そ
の
著
作
類
は
博
物
館
学
界
で
は
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ

り
、
博
物
館
学
に
於
い
て
発
見
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
言
え
る
。

　

同
様
に
、
黒
板
勝
美
の
「
東
照
宮
寶
物
陳
列
館
に
就
て
」『
神
社
協
会
雑
誌
』）
は
、『
古

代
文
化
の
保
存
と
研
究
』（
黒
板
博
士
記
念
会
編
）・『
黒
板
勝
美
先
生
遺
文
』（
吉
川
弘
文
館
）・
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『
虚
心
文
集
』（
吉
川
弘
文
館
）
に
も
所
収
さ
れ
て
い
な
い
文
献
で
あ
る
な
ど
、
全
体
に
博
物

館
学
界
で
は
未
知
の
文
献
を
数
々
見
出
し
、新
た
な
論
を
展
開
し
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
。

　

し
か
し
、
第
四
章
「
観
光
の
成
立
」
の
章
は
、
戦
前
期
の
観
光
事
業
の
歴
史
に
つ
い
て
概

観
し
て
い
る
の
み
で
終
了
し
て
い
る
の
は
不
充
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
論
者
が

史
跡
名
勝
天
然
紀
年
物
保
存
法
の
成
立
の
機
運
を
醸
成
し
、
基
盤
と
な
っ
た
の
は
ド
イ
ツ
に

於
け
る
郷
土
保
護
思
想
・
運
動
で
あ
っ
た
ハ
イ
マ
ー
ト
シ
ュ
ッ
ツ
（H

eim
atschutz

）
で

あ
っ
た
と
し
た
こ
と
は
、従
来
の
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
た
正
鵠
を
射
た
結
論
で
あ
り
、

我
が
国
へ
の
同
思
想
の
受
容
と
当
該
理
論
の
咀
嚼
に
よ
る
展
開
に
つ
い
て
は
詳
述
さ
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
ド
イ
ツ
で
のH

eim
atschutz

の
実
態
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
の
も
残
念
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
博
物
館
学
の
濫
觴
で
あ
る
ド
イ
ツ
に

於
け
る
博
物
館
学
の
研
究
が
、
我
が
国
で
は
大
幅
に
立
ち
後
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
今
後

の
研
究
に
期
待
し
た
い
。

　

第
三
編
は
、「
博
物
館
事
業
促
進
会
・
博
物
館
協
会
と
野
外
博
物
館
」「
戦
前
期
に
お
け
る
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棚
橋
源
太
郎
の
野
外
博
物
館
論
」「
戦
後
の
博
物
館
と
野
外
博
物
館
」「
戦
後
に
お
け
る
棚
橋

源
太
郎
と
木
場
一
夫
野
外
博
物
館
論
の
展
開
」「
鶴
田
総
一
郎
と
新
井
重
三
に
よ
る
野
外
博

物
館
の
実
践
」
を
扱
い
、
既
存
の
文
献
資
料
を
「
野
外
博
物
館
」
と
い
う
視
点
に
よ
っ
て
、

欧
文
と
の
比
較
や
体
制
・
学
説
と
い
っ
た
社
会
的
状
況
、
論
者
の
立
場
、
時
代
的
変
遷
等
を

細
か
く
整
理
し
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
に
言
及
し
て
い
る
。
特
に
、
従
来
論
究

の
乏
し
か
っ
た
日
本
博
物
館
協
会
編
『
戸
外
文
化
財
の
教
育
的
利
用
』
を
細
部
に
わ
た
っ
て

検
討
し
て
い
る
点
や
、
木
場
一
夫
に
よ
る
「
路
傍
博
物
館
」
に
関
す
る
研
究
史
上
の
誤
認
を

指
摘
し
た
上
で
新
た
な
論
点
を
提
起
す
る
な
ど
評
価
す
べ
き
点
は
多
い
。

　

本
論
文
は
一
部
指
摘
し
た
通
り
、遺
漏
部
分
や
稚
拙
で
不
具
合
な
表
現
等
々
が
看
取
さ
れ
、

ま
だ
ま
だ
荒
削
り
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
野
外
博
物
館
設
立
史
に
関
し
て
は
類
を
見
な

い
論
文
で
あ
る
と
こ
ろ
に
最
大
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
論
者
が
結
章
で
明
記
し
て
い
る
よ

う
に
今
後
一
九
七
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
文
化
財
保
護
体
制
の
変
革
や
論
理

の
変
遷
、
更
に
は
実
践
事
例
等
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
野
外
博
物
館
の
体
系
化
に
十
分
進
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展
が
期
待
で
き
る
基
盤
研
究
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
論
述
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
今
野
農
は
、
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
。

　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
八
日　
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副
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學
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大
學
教
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副
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國
學
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學
教
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吉
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